テーブル設計の要点
＜必要な項目を網羅する＞
データベースとして管理しなければならない項目が欠落したのでは問題にならない。先ず、どんな項目が必要とされているのか漏れなく洗い出す作業が必要である。例えば、販売管理プログラムを作成するとしよう。商品の販売履歴を記録し管理するために必要な項目を考えてみると最低限以下の項目が思い浮かぶ。
１．商品名
２．販売先
３．販売数量
４．販売価格
５．販売日付
これだけでも確かに販売管理はできそうである。問題はユーザーがどんな使い方をする販売管理なのかである。取引毎に値引きをするので、その値引き額も管理したいのであれば、値引き額の項目も必要となるだろう。また、販売先（取引先）毎に消費税の扱いが違う（取引先Ａには一括して外税、取引先Ｂには内税として扱う）のであれば、販売先（取引先）の情報として消費税の扱い区分も持つ必要が出てくる。その他に一般的な情報として、商品の単価、販売先の担当者名、電話番号．．．といった項目も思い浮かぶはずである。
＜各項目のデータ型とサイズ＞
必要な項目が以下の通り洗い出すことが出来たとしよう。
１．商品名
２．商品単価
３．商品単位（一式、個、枚など）
４．販売数量
５．販売価格
６．販売日付
７．販売先
８．販売先住所
９．販売先電話番号
次に考えなくてはならないのは、これら各項目のデータ型とサイズである。商品名や販売先住所は文字型、販売日付は日付型、販売数量は数値型。同じ文字型でも、商品名は全角文字で１０文字（２０バイト）もあればよいかもしれないが、住所となると１０文字では明らかに不足する。
これらを総合して表にして見ると以下のようになる。
	no.
	項目名
	データ型
	サイズ（byte）
	備考

	1
	商品名
	文字型
	20
	全角１０文字


	2
	商品単価
	通貨型
	8
	ex)　\10,000

	3
	商品単位
	文字型
	4
	ex)　一式、個、枚

	4
	販売数量
	整数型
	2
	整数型：-32,768～32,767

	5
	販売価格
	通貨型
	8
	

	6
	販売日付
	日付型
	8
	

	7
	販売先
	文字型
	40
	全角２０文字

	8
	販売先住所
	文字型
	120
	全角６０文字

	9
	販売先電話番号
	文字型
	12
	03-1234-5678（半角１２文字）


＜マスター・テーブルは必要ないか？＞
上記の表で一応、販売管理として機能するための要件は満たしたとする。では、実際にこの形式でデータを作って見たらどうなるだろうか。以下に表にして見る。（一部項目省略）
	商品名
	商品単価
	販売数量
	販売価格
	販売先
	販売先住所
	販売先電話番号

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	4
	\1,000,000
	㈱ＡＢＣ
	東京都...
	03-1234-5678

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	2
	\500,000
	㈱ＸＹＺ
	神奈川県...
	03-9876-5432

	ﾉｰﾄ型PC
	\350,000
	2
	\700,000
	㈱ＡＢＣ
	東京都...
	03-1234-5678

	ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
	\50,000
	3
	\150,000
	㈱ＡＢＣ
	東京都...
	03-1234-5678

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	10
	\2,500,000
	㈱ＳＴＵ
	埼玉県...
	03-1224-5688


上記の表で着目したいのは、商品名、商品単価など商品に関連する一連の内容、また、販売先に関連する各項目である。同じ名称が何回も登場している。これらについてユーザ・インターフェースの観点から考えると、「ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC」の取引を入力しようとする度に商品名の入力フィールドに「ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC」、商品単価の入力フィールドに「250,000」円とその都度入力するより、商品名の一覧から任意の商品を選択するだけで、商品名だけでなく商品単価も入力できてしまう方が便利なはずだ。販売先についても同様である。この選択方式を実現しようとすれば、商品に関する情報は「商品テーブル」、販売先（取引先）に関する情報は「販売先（取引先）テーブル」といった具合に別々のテーブルとして持たせ、それぞれの選択肢はこれらのテーブルの内容を表示すればよいのである。このように、ある程度固定的な情報というものは、別のテーブルとして設計するのが得策であり、これらを一般的にマスター・テーブルと呼ぶ。
＜テーブルを分ける＞
では、実際にテーブルを分けて考えて見よう。上記の例では、「販売管理テーブル」、「商品マスターテーブル」と「取引先マスターテーブル」の３テーブルに分けられる。
＊商品マスターテーブル
	商品名
	商品単価
	商品単位

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	一式

	ﾉｰﾄ型PC
	\350,000
	一式

	ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
	\50,000
	台

	ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
	\50,000
	枚


＊取引先マスターテーブル
	取引先名
	取引先住所
	取引先電話番号

	㈱ＡＢＣ
	東京都新宿区西新宿1-2-3ABCﾋﾞﾙ30F
	03-1234-5678

	㈱ＳＴＵ
	埼玉県大宮市大宮3-4-5大宮STUﾋﾞﾙ
	035-555-7890

	㈱ＸＹＺ
	神奈川県横浜市関内9-8-7
	045-112-3334


＊販売管理テーブル（一部項目省略）
	商品名
	商品単価
	販売数量
	販売価格
	販売先
	販売先住所
	販売先電話番号

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	4
	\1,000,000
	㈱ＡＢＣ
	東京都...
	03-1234-5678


	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	2
	\500,000
	㈱ＸＹＺ
	神奈川県...
	03-9876-5432

	ﾉｰﾄ型PC
	\350,000
	2
	\700,000
	㈱ＡＢＣ
	東京都...
	03-1222-1178

	ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
	\50,000
	3
	\150,000
	㈱ＡＢＣ
	東京都...
	03-3434-5699

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	10
	\2,500,000
	㈱ＳＴＵ
	埼玉県...
	03-1224-5688


＜テーブル間の関係は？＞
上記でテーブルを分けて見たが、これだけで良いだろうか。マスター・テーブルを用意したことで、選択形式の入力を実現するのは簡単になったはずだ。しかし、肝心の販売管理テーブルを見てみると、テーブルを分ける以前と全く変わっていない。販売管理としては、いつ、何の商品を、どれだけ、誰に、幾らで販売したのかを知る必要があるからだ。では、販売先「㈱ＡＢＣ」が移転によって住所が変わった場合を想定して見よう。まず、取引先マスターテーブルの㈱ＡＢＣの取引先住所を変更しなければならない。また、販売管理テーブルの販売先が㈱ＡＢＣとなっているレコードの販売先住所も全部変更しなくてはならない。この時、販売管理テーブル内の販売先情報が、㈱ＡＢＣ、東京都...といった内容そのものでなく、取引先テーブルの㈱ＡＢＣの情報を指定するものであったらどうであろう。具体例を以下に示そう。
＊取引先マスターテーブル
	取引先コード
	取引先名
	取引先住所
	取引先電話番号

	1
	㈱ＡＢＣ
	東京都新宿区西新宿1-2-3ABCﾋﾞﾙ30F
	03-1234-5678

	2
	㈱ＳＴＵ
	埼玉県大宮市大宮3-4-5大宮STUﾋﾞﾙ
	035-555-7890

	3
	㈱ＸＹＺ
	神奈川県横浜市関内9-8-7
	045-112-3334


＊販売管理テーブル
	商品名
	商品単価
	販売数量
	販売価格
	販売日付
	販売先コード

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	4
	\1,000,000
	1997/12/01
	1

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	2
	\500,000
	1997/12/20
	3

	ﾉｰﾄ型PC
	\350,000
	2
	\700,000
	1997/12/24
	1

	ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
	\50,000
	3
	\150,000
	1998/01/07
	1

	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	10
	\2,500,000
	1998/01/07
	2


上記のように、取引先コードを設けることで、販売管理テーブルの販売先情報が取引先マスターテーブルのどの情報（レコード）を指しているのか紐付ける（テーブル間のリンク）ことが出来る。当然のことながら、取引先コードは、レコードを特定するために用いるのであるから、取引先マスターテーブル内で一意（ユニーク）でなければならない。以下、商品の情報についても同様である。最終的にこの３テーブルがどうなるか見ることにしよう。
＊商品マスターテーブル
	商品コード
	商品名
	商品単価
	商品単位

	1
	ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
	\250,000
	一式

	2
	ﾉｰﾄ型PC
	\350,000
	一式

	3
	ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
	\50,000
	台

	4
	ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
	\50,000
	枚


＊取引先マスターテーブル
	取引先コード
	取引先名
	取引先住所
	取引先電話番号

	1
	㈱ＡＢＣ
	東京都新宿区西新宿1-2-3ABCﾋﾞﾙ30F
	03-1234-5678

	2
	㈱ＳＴＵ
	埼玉県大宮市大宮3-4-5大宮STUﾋﾞﾙ
	035-555-7890

	3
	㈱ＸＹＺ
	神奈川県横浜市関内9-8-7
	045-112-3334


＊販売管理テーブル
	商品コード
	販売数量
	販売価格
	販売日付
	販売先コード

	1
	4
	\1,000,000
	1997/12/01
	１

	1
	2
	\500,000
	1997/12/20
	３

	2
	2
	\700,000
	1997/12/24
	１

	3
	3
	\150,000
	1998/01/07
	１

	4
	10
	\2,500,000
	1998/01/07
	２


こうしておけば、先ほどの移転に伴う情報の変更も取引先マスターテーブルさえ更新すれば済む。また、商品の単価が変更になっても同様である。このように、マスター・テーブル化するというのは、何も一覧表示に便利なだけではなく、むしろ「ある程度固定的ではあるが、変更される可能性のある情報」を一括管理するのに極めて便利なのである。
＜テーブル間の整合性は？＞
ただし、非常に気を付けなければならない点がある。マスター・テーブルのレコードの削除である。例えば、もうフロッピーディスクは取り扱わないとしよう。だからと言って、商品マスターテーブルからこのレコードを削除するわけにはいかないのである。なぜなら、既に、販売管理テーブルの中に商品コード「４」としたレコードが存在するからである。無条件にマスターから削除してしまえば、商品コード「４」の取引とは一体何の商品であったか不明となってしまうのである。テーブル間を何らかの情報でリンクした場合、当然そのデータの整合性を保全しておく必要がある。
＜まとめ＞
テーブル設計においては、管理しなければならない項目を網羅し、現状だけでなく将来的にも変更の可能性がある要素は別テーブルに分散する。また、データの無駄な重複を避けるということが、快適に動作するプログラムを開発する上で極めて重要なことである。
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